
り
統
制
重
義
へ

川
腹

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
寧

自
由
善
哉
戌
の
頓
襖
を

忍
者
墨
署
管

掌

賢

戸

石

巻

歴
史
は
自
聖
毒

昭和盈苛準会凋

て　皆芦1監中学！安．

担版委員会新曲灘
‾蹄∵別．所
与箋ノ苧■新．報杜

誓
位
と
丑
ハ
位
を
日
給
と

し
私
学
の
溺
覧
最
す
る
私

立
学
校
茂
は
施
行
さ
れ
U
以

来
、
不
校
経
撃
の
主
体
た
る

東
田
活
人
岩
手
異
学
は
会
費

縄芯試し．

図
書
委
常
格
承
認
へ

誓
昔
提
也
籠
鰐
を
零
襲
い

三
十
日
、
午
撃
一
停
学
よ
り
緒
彿
賓
良

余
が
会
識
重
し
お
い
て
書
芸
貢
と
戸

島
、
日
ノ
桔
開
成
問
の
出
席
の
鼠
だ

≡
）
園
琴
遊
学
評
の
間
組
（
照
準

∵
高
三
こ
代
仙

宏
由
が
な
り
、
童
や
都
潤
し
緻
軒
付
き

銅
開
網
綽
誉
く
爾
雛

雷
電
転
簑
訝
誓
藍

静
始
の
精
巧
精
度
に
は
人
証
操
星
佼
巧
堤
㈹
語
義
で
あ
る
ノ

〇
・
－
・
こ
れ
は
■
高
下
何
に
層
嘉
意

登
警
告
て
雷
れ
鼠
顆
葛
既
に
彗
す
る
藩
が
判
っ
た

軽
．
㍗
㌍
㍗

昌
㍉
芦
巨
訂
‥
日
章
‥
津
牛

∵
二
二
一
三
ぺ
－
”
、

「
蒜
違
責
は
も
つ
を
穿
象
頂
そ
の
他
に
魔
境
ど
彫
讐
無

高
校
進
学
テ
ス
ト

高
等
学
校
進
学
を
希
望
す
る
中
学
楔
屯

徒
に
対
し
て
行
わ
れ
る
磯
合
テ
ス
ト
は

言
二
十
八
日
県
下
二
十
七
カ
所
で
】

斉
に
行
わ
れ
た
今
年
も
膵
申
開
陳
学
刀

建
禍
性
格
金
徴
の
テ
ス
ト
を
行
っ
た

が
学
刀
鮎
幹
も
身
体
抽
塗
も
行
わ
な
い

現
行
の
耗
佼
進
学
制
度
で
は
こ
の
成
績

如
何
が
大
き
く
迫
学
に
撞
く
、
本
数
か

ら
望
一
一
十
赦
名
が
こ
れ
を
導
け
て
い
る

賛
成
百
十
五
、
不
発
甲
二

◆
つ
く
る
と
す
れ
ば
メ
ン
バ
ー
の
輝
成

圧
倒
的

を
ど
う
す
る
か
？

こ
れ
に
は
建
々
の
具
体
旧
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
が
ま
ず
遥
置
万
法
と
じ
で
の
意

見
は
各
学
級
よ
り
丁
二
人
窓
還
し

て
顔
成
す
る
と
い
う
患
島
と
希
望
者
の

み
で
嶺
奴
の
二
つ
が
一
番
多
く
、
掃
い

て
現
出
腋
垂
が
か
ね
る
と
か
、
文
化
垂

に
所
甲
あ
る
い
は
発
琶
試
険
を
し
て

各
級
一
名
選
出
と
か
石
校
舎
各
部
よ
り

一
名
を
讃
出
等
が
多
か
つ
た
、
次
に
等

こ
れ
は
責
熱
が
聞
き
た
い
と
い
う
意
見

が
一
二
十
％
恕
底
を
し
め
て
蒜
だ
っ
た

（
な
お
こ
の
中
に
は
ぎ
爺
の
発
表
や

変
貌
楽
、
竪
琶
窄
取
組
等
々
を
台
む

）
二
位
と
し
て
紋
雪
ニ
ー
ス
と
ス
ボ

ー
ッ
契
況
放
逸
の
二
十
％
位
、
茶
に

y
E
K
の
学
長
の
時
間
よ
校
内
ニ
ュ
ー

ス
、
演
劇
部
の
放
送
劇
露
営
す
る
者

が
そ
れ
ぞ
れ
四
、
五
％
で
あ
る
。

な
お
校
内
三
1
ス
は
黎
校
の
芦
と
か

◆
そ
の
他

そ
の
他
と
し
て
の
恵
良
の
主
な
る
も
の

は
庄
堰
の
た
め
の
謝
臓
で
あ
る
と
い
う

恵
凪
を
閣
め
る
た
め
に
放
題
議
を
弾
け

た
い
と
い
■
つ
も
の
が
多
く
、
こ
の
具
体

胞
な
も
の
と
し
て
現
応
孝
密
に
移
し
て

潜
鞘
に
や
り
た
い
と
い
う
悪
鬼
も
か
な

り
夢
か
っ
た
。

E
i
R
ニ
ー
P
ス
筍
も
台
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
外
に
去
な
も
の
と
し
て
各
級

試
鹿
表
彰
者

十
二
月
に
行
わ
れ
た
楔
塾
賊
験
、
ア
チ

章
由
弘
会
得
勢
　
六
戸
寧
－
相
川

嘉
澤
夫
　
埠
蠣
止
夢
、

【
数
学
】
冷
茶
茂
松
野
檜
竺
　
調
川

葬
村
田
耕
司
　
酒
井
正
徳
　
卜
対
敵

臆
　
倶
沢
堰
董

【
理
科
】
柿
木
茂
小
林
攣
甲
鰐

川
元
加
臓
撃
て
明
択
陛
市

｛
英
銀
】
佐
久
山
正
樹
　
小
林
銀
蒜

菊
池
革
村
田
‥
司
　
顧
井
敵
中
脚

故
大
　
和
川
志
雄
麓
　
鎌
田
耕
一
郎
∵

典
麗
藩教

師
個
人
滑
息

◇
佐
髄
璧
ハ
劇
光
臨
栂
任

妥
薦
嘗
曙
一
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や

．
償
周
だ
顔
で
蓑
言
の
も
籍

か
と
嵐
い
ま
し
た
が
、
撃
扇
こ
の

便
n
養
親
ん
だ
非
額
に
慧
と
こ
ろ
桝
あ
る
毒
へ
ま
し
て
、
敢
て
一
遍

紙
上
に
抱
地
す
る
こ
と
に
し
ま
し
に
。

同
封
は
本
校
第
十
六
回
の
要
で
岩
手
出
大
予
紋
終
了
後
東
京
に
あ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
の
聞
学
校
に
入
学
し
、
膵
年
増
ば
れ
て
、
ロ
与
の
神
学
讐

の
留
学
盗
と
な
り
ま
し
た
。
（
何
で
も
昨
年
は
日
本
着
か
ら
量
の
留

学
宗
選
ば
れ
た
さ
う
で
、
術
闊
冠
そ
野
矢
讐
た
わ
け
で
す
）

な
線
彗
軸
期
の
要
雪
空
慧
息
等
宇
ル
軍
テ
ン
に

晋
、
と
れ
は
盲
彗
し
て
沼
地
申
芋
。
莞
嘉
婦
警
こ
と
が

昨
今
や
か
ま
し
く
諭
せ
ら
れ
て
い
芋
が
、
締
結
の
腕
に
は
、
滞
留
の
中

か
ら
こ
れ
ら
室
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
託
に
ま
し
て
藩
学
る
葬

警
す
る
こ
と
牽
習
て
や
み
ま
せ
ん
二
竺
蔓
の
鴛
は
着
古

の
実
弟
で
す
）

肝
ま
で
三
池
聞
位
は
駐
日
の
枚
に
雨
降

り
が
欺
き
ま
し
た
の
で
金
＜
う
ん
ざ
り

気
味
で
し
た
。
金
側
に
比
べ
て
見
る
な

心
は
不
当
に
秋
の
気
候
だ
と
い
っ
て
も

過
啓
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ヤ
は
日
本
に
似
て
い
る
と
い

う
絞
な
こ
と
を
は
く
然
と
聞
い
た
こ
と

い
気
持
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

甘
＝
工
㌦
‥
‥
否
い

な
い
庫
で
す
か
、
私
共
日
本
人
神
学
庄

大
人
は
元
た
ん
の
日
に
戦
争
以
前
か
ら

ヴ
ァ
テ
カ
／
に
臨
ん
で
由
ら
れ
る
金
山

さ
ん
と
い
う
万
の
お
宅
へ
㈱
あ
い
さ
つ

計
ら
ず
も
多
一
不
当
は
に
ぎ
や
か
で
し
た
け
れ
ど
も
、

戦
の
星
人
が
一
橋
に
操
り
壊
し
た
の

で
、
不
当
に
う
れ
し
か
つ
た
で
す
。
ロ

ー
マ
で
は
日
本
人
の
蹴
旗
が
こ
の
金
山

さ
ん
の
他
に
こ
、
ゴ
高
8
、
本
当
に
少
い

で
す
が
、
こ
れ
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

多
い
方
ら
し
い
で
す
。
．

取
近
は
不
当
に
淋
し
く
な
っ
た
感
じ
で

す
。

も
と
て
も
よ
く
上
手
に
話
し
ま
す
。
叫
の
試
合
を
や
る
相
で
す
。
私
共
の
コ
レ

鱒
畠
蒜
人
は
あ
ま
り
よ
く
警
違
い
■
ジ
牙
で
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
オ
ー
ス

よ
う
で
す
の
で
、
汽
念
で
す
が
、
つ
く
ト
ラ
リ
ア
人
、
ア
メ
リ
カ
人
が
や
り
ま

〝
弱
る
一
フ
テ
ン
語
の
講
議
〃
、

∴
朝
ロ
ー
マ
の
先
輩
か
ら
便
り
据

が
あ
り
ま
す
が
、
冥
除
は
毘
沼
丑
儀
と

で
も
い
ゝ
ま
し
よ
う
か
、
特
に
畏
色
と

人
々
の
心
が
臼
不
の
そ
れ
と
非
常
に
異

㈲
錯
冊
堅
調
描

い
て
か
ら
も
う
一
言
月
は
夢
の
枝
に
過

ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
間

ま
い
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、

に
行
っ
て
新
年
の
お
糾
い
を
滋
し
ま
し

た
．丁
度
澱
む
反
省
川
路
可
、
木
村
太
郎

唇
と
い
う
カ
ト
リ
ブ
タ
文
化
人
、
そ
の

他
丁
肢
リ
ー
マ
に
置
か
れ
た
許
り
の
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
と
か
で
開
か
れ
る
世
界
盛
邦

金
額
と
か
に
出
掃
首
れ
る
為
に
来
ら
れ

た
代
諸
士
ぬ
万
曳
予
そ
わ
に
ロ
ト
マ

芯
粥
描
銅
鰭
親

政
投
の
万
が
、
佃
の
歯
に
畠
ら
れ
る
お

に
は
】
人
ば
っ
ち
で
琳
し
か
っ
た
が
、

ロ
与
に
米
て
か
ら
皇
廟
で
甲
レ
が

出
来
た
の
で
、
葬
当
に
嬉
し
か
つ
た
と

お
訝
っ
て
旨
ら
れ
ま
し
た
。

に
昨
年
の
翌
年
に
は
冬
紺
か
ら
多
故
の

学
校
議
は
神
学
校
で
す
の
で
別
に

日
本
の
神
学
校
と
興
る
朗
は
な
く
、
た

だ
ロ
ー
マ
で
し
か
も
多
数
抱
か
ら
の
神

学
臨
と
共
に
勉
強
出
来
る
と
い
う
こ
と

が
、
竜
に
興
る
点
だ
と
鰭
ひ
萎
㌔

ー
マ
は
讐
蒜
夢
し
、
そ
し

づ
＜
、
英
感
少
な
く
と
も
一
つ
の
諸
学

窒
蓋
に
マ
ス
タ
ー
し
て
い
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
㌔
そ
の
他
ド
イ
ツ
飴
、

フ
ラ
ン
ス
磨
、
ス
ペ
イ
ン
攣
ポ
ル
ト

ガ
ル
講
、
ロ
シ
ア
肩
車
々
ほ
と
ん
ど
他

界
中
の
と
い
っ
て
も
よ
い
位
の
弓
領
が

話
さ
れ
て
吊
り
ま
す
。
学
座
の
甲
で
も

。
私
も
加
は
る
こ
と
に
な
り
、
現
任

習
甲
で
す
。

で
は
こ
れ
で
失
礼
斌
し
蔓
㌔

〓
　
て
交
沢
山
の
散
会
、
色
々
の

博
物
髄
、
畠
碧
貞
盛
に
、
何
か
し

ら
不
当
に
占
め
か
し
い
、
し
か
も
お
も

み
の
あ
る
都
市
だ
と
い
う
こ
と
が
つ
く

づ
く
と
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
ロ
ー
マ
を

灰
に
別
荘
人
、
オ
L
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

瞥
す
。
約
　
校
の
綬
東
は
金
轡
7
テ
ン
譜

博
物
館
に
協
力
を
盗
む

学
校
博
物
領
を
つ
く
る
ペ
＜
P
T
A
や

職
員
畠
で
は
作
中
よ
り
攣
禰
奇
麗
め
て

い
た
が
余
り
盗
鰭
の
関
心
を
呼
ば
ず
従

っ
て
庄
竺
人
当
り
何
か
一
品
で
も
と

マ
で
の
崖
清
に
価
旭
が
あ
る
の
把
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
ロ
ー

マ
に
つ
い
て
も
大
い
に
勉
強
し
よ
う
と

思
っ
て
冒
ま
す
。
′

慣
れ
て
来
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。ロ
ー
マ
へ
来
て
、
ヲ
ク
ピ
ー
を
や
る

の
日
々
、
と
う
出
、
脛
々
の
茶
そ
の
他

と
な
っ
て
い
る
、
よ
り
よ
い
博
物
館
を

つ
く
る
た
め
P
T
A
博
物
常
で
は
庄

確
論
岩
の
絶
大
な
協
力
を
凛
邑
し
て
い

る

（
秋
山
熊
天
）

街
は
ふ
る
さ
と
（
坂
口
蟹
習
）

谷
囁
潤
】
郎
作
崩
墳
　
粂
九
相

鉄
の
カ
ー
テ
ン
（
下
）

嵐
が
丘
（
上
、
下
）
（
大
和
賀
臆
）

最
近
の
購
入
凶
菩

鍋
だ
嘱
劇
胞
大
系
（
土
方
光
涼
監
修
）

沸
在
所
知
敵
辞
典
Q
知
日
臓
天
）

少
年
臼
砲
十
徳
（
加
旛
髄
論
錮
袈
）

基
準
国
文
産
（
保
坂
弘
司
）

現
在
文
の
研
究
（
責
選
一
）

国
文
学
の
研
究
（
富
出
良
平
）

近
代
小
鵡
（
転
出
良
平
）

中
学
臨
金
華
政
界
の
科
学
者

西
梓
の
名
禦
ロ
シ
ア
小
朗
、
十
五

少
年
洩
琉
如
、
偉
大
な
数
学
者
た
ち

私
た
ち
の
図
譜
、
謳
地
物
翠
湘
由

と
の
た
た
か
い
、
大
止
冬
作
琶
フ

ラ
ン
ス
小
説
準
白
牙
嘲
顔

銅
絹
摘
描
冨
（
下
二
銅
招
銅
帯
絹

白
由
宇
佼
（
し
±
竺
（
）

票
差
入
門
、
′
平
作
文
人
再

開
折
（
二
）
化
学
数
学
公
式
無

自
由
を
求
め
て
◎
科
学
の
庵
柴
山
氷
原

〇
二
六
日
　
入
学
考
査
（
三

い
ど
電
撃
も
の
の
幽
　
一
〇
二
㌢
合
計
瓢
乱

摘
鰻
紺
銅
銅
絹
箪
笥
溺
射
h

∵
－
予
㌧
≡
∵

（
中
仙
宇
告
舶
）

ト
ウ
リ
イ
ズ
・
リ
イ
ト
ロ
ル
ド
・
テ
ィ
一
◆
園
縞
那
良
等
痍
－
希
望
者
は
璽
頚

－
マ
ス
・
パ
ル
ド
ウ
イ
ン
針
四
冊
　
面
庸
庄
宏
ま
で
（
得
h
攣
一
の

奥
語
尊
重
会

▼
　
衣
校
〝
娼
辻
山
ピ
ッ
ボ
″
を
上
演

ノ
敵
襲
会
の
十
三
校
が
象
加
じ
て
行
わ

い
れ
た
・
参
雷
は
本
校
、
下
小
響
＼
厨
川

申
、
加
夢
中
、
下
桟
申
、
乳
官
金

申
、
東
商
申
、
駄
科
中
、
鶉
涙
尻
申

疎
闊
、
籠
田
中
、
謬
法
寺
申
、
佐
古

中
で
あ
る
、
こ
の
合
は
あ
く
ま
で
学

芸
会
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
玖

要
豪
儀
轟
等
雪

当
日
は
甲
巧
プ
レ
ゴ
リ
し
ロ
ー
ア

し
畠
彗
蒜
の
漁
民
が
出
席
さ
れ
た

7
ロ
グ
言
衣
の
響
品
棄
竃
八
正

典
碍
宏
、
あ
い
さ
つ
別
田
邦
新
、
○
ス

ピ
ー
チ
下
小
路
◎
ス
ピ
⊥
言
海
◎
静

昏
寺
⑳
ス
ピ
轟
◎
警
鐘

歌
う
た
い
　
ノ

う
さ
ぎ
T

二三

狩
　
人

道
化
役
者

老　人．

老
　
婆

泉
幽
　
昭
雄

馬

川

　

面

迫
る
予
読
会

借
用
t
羊
五
年
既
惑
乗
等
選
る
予
せ

一
（
別
刷
）
讐
木
靴
（
会
彗

帥
鍔
臥
二
八
盃
曇
璧
茄
銅
轟
銅
錮
誓
開
閉

冤窯莞讐璧

原対鈴患濁栗，琵缶冠’素
踵一松大脇三和　宿盾敏宏
i琵琶、夢　弱之　　茫天栄

名
が
受
讐
た
　
　
　
　
二
九
層
年
蔓
草
等
ラ
に
お
け

教
踊
憎
銅
締
約
鮎
堅
開
架
悶
約
机
m
損

．
ほ
膵
ほ
ほ
ほ
ほ
は
学
芸
の
山
嘩
瞥
詠
は
実
習

六
日
に
生
徒
絵
貪

本
年
匿
稜
細
の
益
嘘
金
総
葺
は
苧

せ
ん
余
当
邑
れ
る

▲
翳
㈹
油
蝉
鋸
絹

山
の
報
苛
や
凶
縞
芸
青
竹
に
啓
・
●こ細い－ht－－■t－1－■■よ
．　．．－　　　」　　　一■　－＿　t■

純
毛
沖
劇
手
娼
（
片
方
）
エ
リ
マ
手
（

毛
糸
照
一
本
）
ゴ
ム
浅
く
つ
（
片
方
）

云
彗
讐
穿
唱
軍
事
パ

学
力
コ
ン
ク
ー
ル

山
岳
掛
冬
山
広
い
ど
む

○
岩
手
山

十
月
二
十
九
甘
渾
川
、
出
張
（
鰐
）
の

R
コ
ン
ク
ー
ル
は
一
月
無
血
冒
坊
間
九

脂
か
ら
盛
岡
滞
日
感
度
禽
皿
塁
竿
ヵ

所
で
行
わ
れ
た
。
不
佼
か
ら
は
二
十
余

岩
手
山
霹
服
し
た

○
岩
　
山

今
年
一
月
↑
日
金
部
員
年
前
四
時
学
市

葛
相
だ
抒
電
川
費
汀
い
後
ス
キ

ー
報
習
啓
誓
た

◇
地
神
山

一
用
土
三
日
舶
神
山
冬
期
機
密
登
山
が

亡
等
郵
崖
四
名
と
忘
毒
団
封
を
交
え

芸
名
に
よ
。
、
空
音
包
遠

望
の
空
曹
こ
こ
急
踪
切

れ
長
男
た
め
宥
盗
品

（写真はローア一組

の苫E匿挙げ）

◎
ス
ピ
ー
チ
渾
厳
守
○
劇
跡
史
郎
◎
ス

ピ
ー
チ
浄
法
寺
◎
ス
ピ
ト
チ
徳
出
◎
蔚

・
晶
n
ス
ピ
ー
チ
任
召
u
幽
照
沢
尻
、

道
ス
ピ
ー
チ
怯
弓
迅
ス
ピ
ー
チ
熊
沢

炭
、
腰
盛
岡
市
立
揃
電
通
ス
ト
I

Y
下
の
榊
、
署
ク
リ
エ
イ
㌢
ン

下
の
聖
は
劇
白
貞
合
萎
丁
高
校

箸
坤
ハ
閉
会
の
落
鵬
意
準
な

で合宿練習菅行う室宍

離し日の出1の農経i房両、下は字義

‘卿の縄習毯環）

高
校
演
劇
研
究
会

表
る
盲
七
日
、
搾
内
高
校
帝
劇
鵡
盟

立
は
各
期
休
臆
と
利
用
し
て
市
内
各
攻

演
劇
総
合
研
究
会
智
的
い
た
、
こ
の
日

は
三
つ
の
ブ
ル
⊥
ノ
に
分
か
れ
て
「
捨

児
－
（
小
山
内
単
作
）
．
「
餞
を
触
感
ず

に
」
（
ト
リ
ス
タ
ン
・
ぺ
ル
ナ
7
ル
作
）

或
公
」
（
マ
ア
ク
ス
作
）
の
三
つ
の

脚
本
を
常
用
し
て
研
粥
を
行
っ
た
¢

忘
れ
物
あ
り
ま
せ
ん
か

拾
得
血
係
で
は
盗
他
が
物
を
扮
宍
し
て

お
い
て
属
け
出
て
来
な
い
の
で
拾
い
物

が
大
し
た
あ
る
と
贈
鴨
を
上
げ
て
い
る

都
の
物
に
心
当
り
の
あ
る
考
は
虫
儲
係

竃
登
毒
素
虐
葛
篭

一

東
都
考
罵
体
と
し
て
映
隆
興
作
に

租
樋
田
に
搬
出
し
た
が
、
そ
の
第

－
回
作
紙
は
未
申
の
文
化
談
に
学

撃
一
丁
ス
と
し
て
公
出
冨
れ
た

が
、
そ
れ
に
は
軸
足
せ
ず
今
脛
は

天
然
色
ト
ー
チ
－
映
囲
「
璽
還

立
五
十
閏
年
出
念
」
基
軸
膨
し
て

い
る
が
こ
の
菅
岬
は
金
固
守
も
ま

賃
泣
顔
仏
師
㈹
辺
り
で
は
盲
見
る

こ
と
が
出
来
ぬ
た
の
始
め
て
見
る
軒
が

牽
＼
二
百
噂
も
あ
る
も
の
を
軽
々
日
産

ト
げ
礪
親
の
撃
を
診
た
、
寧

後
口
1
7
－
軍
曹
監
護
の
織
問
に
苔

れ
な
も
の
と
し
て
転
乗
が
注
目
さ

れ
て
い
る
ト

終
業
式
も
マ
イ
ク
で

茶
校
閲
撫
放
出
放
送
庫
が
完
成
し

た
決
勝
県
立
憾
臓
腐
校
で
は
ア
ナ

ン
サ
ー
を
筆
耕
L
E
R
の
伝
達
単

項
や
学
校
長
の
訓
辞
、
娯
果
放
送

警
語
っ
て
大
い
に
曲
り
切
っ
て

い
る
が
昨
年
行
わ
れ
た
終
礫
式
は

マ
イ
ク
農
通
じ
て
す
ず
し
い
教
義

で
餌
代
乗
出
の
園
寮
を
胞
関
し
て

行
わ
れ
射
義
を
γ
沼
と
い
わ
廿
浸

・

・

：

．

■

■

．

：

　

′

．

■

国
体
予
選
ホ
ッ
ケ
巨

空
包
陽
一
農
村
綱
国
体
ザ
遥
ス
ケ
ー

ト
臨
捜
大
金
望
月
十
日
高
松
池
リ
ン

憲
変
転
空
軍
賢
有
益

析
出
乳
酪
榔
筒
と
勝
地
を
馳
隋
し
蘇

及
ば
ず
ロ
ー
6
で
放
れ
た
（
審
判
山
飽

）
加
髄

永
ツ
ケ
1
日
光
大
金

暮
し
要
　
言
十
三
、
m
冒

蒜
的
竹
帥
宮
嘲
リ
ン
ク
）

劫
菅
∽
摘
長
島
漂

l
・
－
0

壷
慧
澄
リ
ン
ク
）

曙
豊
　
島
電
工

岩
手
1
1
‥
・
お
こ
昏
晃

ロ
ー
4
．
甜
鯛
新

選
鮭
欒
開
脚
馴

凝
舶
購
凝
堅
露
㍍
錮
鍼
鰻

球
マ
杯
学
績
金
　
　
　
　
一
辻
村
朱
雀
に
依
崩
し
た
、
な
至
汚
辱
山

（
莞
）
．
　
　
≡
、
i
一
天
然
色
幻
燈
を
捜

大
食
（
花
毯
）
七
人
制
ラ
ク
ビ
ー
大
会

皇
革
患
二
昔
、
金
白
茶
軟
式
卓

球
県
予
測
（
盛
担
）
バ
レ
し
ハ
ン
ト
出
賊
東
岸
会
新
聞
部
で
は
写
真

再
思
開
高
に
放
る

窮
5
回
太
田
杯
争
辱
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

軌
は
一
月
二
十
一
日
、
高
松
池
リ
y
ク

に
お
い
て
本
校
を
ふ
く
む
四
チ
・
ム
が

参
加
し
P
行
わ
寸
l
た
、
本
校
は
第
一
回

釦
に
屠
囲
高
と
対
戦
、
園
R
の
盤
と
随

意
不
定
か
ら
1
7
－
2
と
オ
普
く
取
組
表

W

 

F

　

砿

高
体
準
行
事
予
定

〇
二
円
上
旬
　
三
日
、
県
民
ス
キ
1
大

会
（
田
山
）
、
十
一
日
北
日
本
ジ
ャ
ン

プ
大
会
（
花
台
）
・

〇
中
旬
　
十
七
楓
採
血
体
育
研
究
喋

島
、
十
八
日
、
縫
弥
技
術
紳
留
金
、
西

岳
ス
キ
ト
ツ
7

◇
下
旬
　
二
十
八
日
、
国
体
ス
千
長

島
（
帯
出
）
県
下
高
校
体
操
新
人
大
食

（
盛
帆
）

〇
三
日
下
旬
二
十
四
R
∧
璽
T
ス

キ
・
畠
山

〇
四
片
中
旬
十
四
邑
同
空
間
マ

ラ
ソ
ン
大
貧
（
鏑
開
山

亨
鱒
（
礪
鴎
）
体
操
調
督
（
盛
岡
）
、

体
操
∽
夕
（
盛
問
）

〇
七
月
h
薗
　
北
拠
羽
俳
球
大
会
（
盛

岡
）
調
尭
枚
早
球
大
食
（
相
島
）

◇
申
伺
寵
知
リ
ー
グ
戦
（
盛
岡
）

○
下
旬
　
県
下
高
校
鰭
球
大
会
（
柁
琶

）
北
巳
茶
寵
掛
大
会
（
八
戸
）

〇
八
貝
上
旬
　
山
彗
丁
声
域
対
抗
寵
抄
大

欄
川
集
＝
接
日
記
　
1

0
言
中
に
発
行
す
る
予
定
の
も
の
が
ノ

絹
業
の
都
合
で
の
び
の
び
に
な
っ
て
し

ま
い
、
ま
こ
と
に
申
訳
ご
ざ
い
ま
旬
ん

◇
下
印
　
東
北
陸
上
（
青
森
）
マ
杯
庭

球
東
劫
丁
遥
（
弘
前
）
マ
杯
卓
球
東
1
6
の
と
患
わ
れ
る

会
（
－
崩
）

○
中
旬
　
北
日
本
庭
球
大
会
（
花
巻
）

射
北
尚
校
水
泳
大
会
（
私
融
）

○
下
旬
　
国
体
水
杯
苧
遥
会

学
校
行
事
予
定

【
二
　
月
】

〇
三
日
．
現
下
中
学
男
声
学
芸
会

◇
六
日
　
予
せ
ん
会

〇
九
日
　
ア
チ
ュ
ー
ブ
メ
ソ
ト
テ
ス

ト
（
中
学
）

○
】
○
日
　
商
三
嘆
試
（
二
日
間
）

〇
二
吾
P
出
違
の
増
税
触
感
一

〇
l
九
日
　
型
二
学
年
末
考
葦
（
三
日

間
）

〇
二
口
許
大
学
綴
書
受
付
印
始

○
下
旬
三
十
】

、

　

　

■

瞥
蛋
豪
農
嘗
）

◇
ロ
ー
マ
留
学
の
本
校
先
雫
職
域
し

氏
か
ら
山
中
先
生
に
あ
て
ら
れ
た
、
間

少
は
、
読
者
み
な
さ
ん
に
も
何
猿
急

く
参
考
に
な
る
点
が
多
い
だ
ろ
う
と
患

い
ま
す
バ

◇
生
倭
蓉
蛸
宰
領
は
恵
良
考
の
万
々
に

何
か
不
惰
な
束
が
あ
る
と
思
い
童
㌔

器
限
希
望
者
が
近
別
に
あ
る
陣
は
顎

に
教
へ
て
や
る
硫
希
g
L
ま
す
。
山
錮
〉

嘉
が
し
い
所
、
わ
ざ
わ
ざ
肩
等

寄
せ
て
下
さ
っ
た
川
髄
先
鑑
に
鸞
育

も
っ
て
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

◇
都
号
は
い
よ
い
よ
本
年
度
の
環
奴
等
。

と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
ず
、
既
経
の
輿

を
飾
る
べ
く
、
内
容
の
充
実
し
た
も
の

を
発
行
し
花
い
と
考
え
て
雷
ま
す
か

ら
何
卒
、
何
彼
に
つ
け
で
礪
捜
助
言

る
撫
お
疎
い
申
し
鋳
ま
す

ロ
．
矩
板




